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Research Abstract

本研究は、当該研究者らによる、タバコスズメガの前胸腺のつくるエクジステロイドは3-デヒドロエクジソンであるとの発⾒に端を発した。デヒドロエクジソンはそのまま
では⽣理活性がなく体液中の酵素によりエクジソンに還元されたのち作⽤を⽰す。このため、昆⾍の前胸腺の産⽣するエクジステロイドの同定が急務となった。そこで、世
界で広く使⽤されている昆⾍種を含む、10種の幼⾍の前胸腺を培養し、産⽣されたエクジステロイドを⾼速液体クロマトグラフィーと2種類の抗体を⽤いたラジオイムノア
ッセイを⽤いて同定した。その結果、カイコ、ニクバエ、ショウジョウバエ、トノサマバッタではエクジソンが主であり、アゲハ、クロアゲハ、モンシロチョウ、タバコス
ズメガではデヒドロエクジソンが主であり、アワヨトウとワモンゴキブリでは、その中間であった。3-デヒドロエクジソンを基質として、差ラジオイムノアッセイをもち
い、体液中の3-デヒドロエクジソン還元酵素活性を調べた結果、鱗翅⽬の体液(カイコ、アゲハ、モンシロチョウ、アワヨトウ、タバコスズメガ)は強い活性を⽰した。しか
し、外翅類であるトノサマバッタとワモンゴキブリでの活性は弱く、ニクバエでは酵素活性は検出されなかった。タバコスズメガ5令幼⾍を⽤いて、酵素活性の後胚発⽣に
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ともなう変動を調べたところ、活性は5令初期に⾼く、ワンダリング期に最低となった後、前蛹期で最⼤となった。この変動は、特にワンダリング期以降の体液エクジステ
ロイド濃度の変動とよく⼀致した。体液中の酵素活性が最も⾼い時期の体液を⽤いて、酵素の精製を試みた。本還元酵素は分⼦量約30Kの単量体で、NADPHを補酵素と
し、室温で安定であることがわかった。現在、NADPHを⽤いたアフィニティークロマトグラフィー等にての酵素精製の途中である。
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